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 一方、スプリント装着の効果を聴覚的に評価するため一対比較法を用いた。すなわち、同奏者の long-tone 演奏デ
ータのうちスプリント装着・非装着を一対とし、被験者 17 名（アマチュア９名、職業演奏家８名）に対してシング
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トでは８次から 16 次の倍音成分でみられ、周波数で表現すると約 3,000 Hz から 8,000 Hz であった。ホルンでは３
次から９次の倍音成分にみられ、周波数では約 1,000 Hz から 2,000 Hz であった。 
 音圧の経時的変化では、トランペット、ホルンともに、スプリント装着によって音圧が安定し、装着時は非装着時
に比べて平均音圧に対する変動帯域が最大で 29.6％に、最小で 87.8％に、平均で 58.0％にそれぞれ減少していた。 
 立ち上がり部分を評価した結果、スプリント装着によって差のある奏者と差のない奏者がいた。前者ではスプリン
ト装着によって立ち上がり時間が最大で 33.9％、最小で 74.1％、平均 50.3％にそれぞれ減少していた。 

























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究では、口腔領域における管楽器演奏時外傷予防用ミュージックスプリントと音色との関連に着目し、スプリ
ント装着による影響の客観的評価方法の確立を目的とし、演奏データを用いて音響学的評価を行った。 
 その結果、定常部分の倍音成分・音圧の経時変化、立ち上がり部分の３項目が、スプリント装着の客観的評価方法
の項目として適しており、また演奏者や聴取者の主観的評価とも一致することが明らかとなった。 
 以上のことから、本研究は管楽器演奏に関する歯科の貢献を明らかにするものであり、博士（歯学）の学位授与に
値するものと認める。 
